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幕末ロシア留学生市川文吉のこと
か
ね
の
り
い
つ
き
市川文吉は弘化四年（一八四七）一ハ月一一十一一一曰、広島藩士市川兼恭（通称斎宮、のち開成所教授職、学士院会員）
の
長
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、
安
政
七
年
（
一
八
六
○
）
四
月
蕃
書
調
所
の
仏
学
稽
古
人
と
な
り
、
さ
ら
に
同
稽
古
人
世
話
心
得
に
進
み、やがて慶応元年（一八六五）四月八曰、ロシア留学の命を受けた。
同
年
五
月
末
の
江
戸
出
発
ま
で
、
各
留
学
生
は
渡
航
準
備
や
家
族
知
人
ら
と
の
別
離
の
宴
そ
の
他
で
多
忙
の
曰
々
を
過
し
た
こ
と
と
想
像される。が、かれらが江戸を発ち箱館へ向かう前後の消息を伝える史料はきわめて乏しく、詳らかにしない。けれ
ど
ひ
と
り
市
川
文
吉
だ
け
は
、
あ
る
程
度
出
発
前
後
の
事
情
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
文吉の父開成所教授職市川兼恭（一八一八～九九）は、息子がロシア留学生の選に入った翌曰（九曰）に早速、在
し
ん
ど
う
し
よ
う
ぞ
う
府中の箱館奉行並新藤紹蔵邸を訪れ謝意を述べ、十一ｐＨには父子して緒方家を表敬訪問し、翌十一一曰こんどは文吉
か
の
う
ひとｈソが新藤邸を訪れ礼を述べている（内藤遂『遣露伝習生始末』）。
草する。
ぷ
ん
き
ち
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
ロ
シ
ア
へ
派
遣
さ
れ
た
幕
生
六
名
の
内
の
一
人
、
市
川
文
吉
に
つ
い
て
は
人
名
辞
典
等
に
短
い
記
事
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
最
近
、
生
前
の
文
吉
を
知
る
人
や
子
孫
等
に
会
う
機
会
に
恵
ま
れ
、
新
事
実
に
触
れ
た
の
で
改
め
て
一
文
を
幕末ロシア市川文吉のこと
留
学
生
宮
永
孝
1０９ 
ひ
ろ
ゆ
き
四口ロ十五曰、加藤弘之（のち東京帝国大学総長・帝国学士院院長）の世話で下谷の松本屋において文吉の盛大な壮
行会が催され、これには開成所の教授職一一一十一名が出席し、さらに芸者百名がこれに侍ったという。この送別会の出
席者その他は兼恭の依頼により、後曰めいめい得意の語学をもって送別の文（オランダ文一一十、ドイツ文四、フラン
ス文四、英文八）を書き、それを市川文吉に贈り、｜冊に編んだのである。その文集のタイトル（オランダ文）は、
ⅡⅡⅢ町，肥脈脳脳ｗＩＩ今Ｉ１Ｍ麺、
剛EmHnim
ロシア留学生一行
左小山緒大市田
よ沢内方築川中
り清作城彦文二
次衛次五吉郎
郎門郎郎
〆戸へ〆■へ〆￣、〆～〆■へ／￣、
１３３０２２１６１９１５ 
～－－、－－、－〆、－〆、－〆、－〆
慶応二年三月ペテノレスブノレクで撮ったもの
(内藤遂『遣露伝習生始末』より）
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幕末ロシア留学生市川文吉のこと
この文集は明治四十三年（一九一○）二月、市川文吉が帝国学士院会員加藤弘之を通じて同院に寄贈したものであ
るが、その後昭和十年代まで長く帝国学士院（現在の曰本学士院）の書庫の中で眠っていた。
のちに名著『遣露伝習生始末」を執筆する医学博士内藤遂は、昭和十三年秋の林若樹文庫の売立のときに図らずも
といった。
（「友人及び同僚執筆による市川文吉君送別文集」ほど
" 
Nｉ 
鰯鰯鰯鶴iii
＝＝＝￣と二缶＝哉笛翠
～ 
市川文吉の送別文集の意）
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句○一ｍのの（の（のシｐＨロの⑩の巨口、のごく○口ロの』ロのごＰの茜ロロの」の【の『のロ一同の弓』『（
マ
マ
ｎケ四ｍ〔のロ凶巨すの命。『□の『ロ．
すの庁『四ｍのロ． 二【四一口の○ずロー
マ
マ
因の一Ｑの曰の『レウ『の】の①ご凶、豈閃口のの］四口□①巨曰ョ「】のｍのｐｍｏヴロヰ］】の■のロロ〔の『づ『の】ｍｐｍのロＮｐのＳ四一斤のご）弓のａの】、ケロロ＆、可ご日の】ご］ぬの
ぐ○日の可曰の〔のごく日ロｐｐｍのロ因巨日少ご□のご穴のロ四口目】０ヶすのｍｎｐのロ丙のご・
この『ぬ房崩己の江口］］Ｎの】斤昌の□四目【ず囚『丙の】【ぬの、のロロロの①『の内の日の目ごｍ－Ｃロロロョー『の斤旦ロケの｛ｑの旨のロの冨曰Ｈのごｓｏ西耳一】ｏ耳日四ｍの侭
留学生の一人であった山内作左衛門の遺稿「魯国行」を発見し、それを契機とし、「幕末魯国行」と題して二回にわ
た
っ
て
小
記
事
を
『
東
京
朝
曰
新
聞
」
百
・
Ⅲ
・
４
．
妬
／
４
．
町
）
に
発
表
し
、
世
の
注
意
を
喚
起
し
た
。
こ
れ
と
相
前
後
し
て
帝
国
学
士
院
の
書
庫
に
お
い
て
ロ
シ
ア
留
学
生
の
新
資
料
（
市
川
の
「
文
集
」
）
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
発
見
し
た
の
は
、
当
時オランダ商館曰誌の翻訳に従事していた原徹郎であった。この文集は現在、曰本学士院になく、行方不明である。
市
川
文
吉
の
送
別
文
集
に
記
さ
れ
て
い
る
欧
文
を
大
観
す
る
と
、
父
祖
の
国
曰
本
の
洪
恩
を
忘
れ
ず
、
学
業
に
精
を
出
し
、
健
康
に
留
意
せ
よ
、
と
い
っ
た
主
旨
の
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
が
、
こ
の
文
集
の
今
曰
的
価
値
と
し
て
は
、
む
し
ろ
幕
末
期
の
邦
人
の
語
学
力
を
見
る
恰
好
の
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
そ
の
激
励
の
文
の
い
く
つ
か
を
引
い
て
参
考
に
供
し
よ
う
。
先
ず
父
兼
恭
（
称
は
斎
宮
）
が
息
子
文
吉
に
与
え
た
ド
イ
ツ
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
マ
マ
国『①Ｏ宍の已口〕ロ】①［》○ヶ、一の】Ｏ弓冒の旨の『ぬの『ごｍ①ロの四Ｏずの）＆の国巨の四ｍの一ロロロロニョ】『９口】四コ＆Ｈｇのご①量一『。【（の『【『四口のロ・
ぐ円曰］の昼の昌一ののｎケ四口＆－０ヶ【の岸のごロ日】丙二一Ｏ匡己四日】三二「】『□のの』の】ロの］巨砲のロロぐの『曰のケ【のロ・
マ
マ
マ
マ
因の一二「四声Ｈの』の一口の⑦①の｛』ロロケの】〔の。『ぬ鼓一汁－，－両の一二「』『ロロの『国。』ロロのロの①曰》ロロ］の－０西Ｑ四口の『ず囚洋四口｛ロ①ロ］勺のロのロョロロウの｛｜の】【のの】、のご・
＆のぐ○日の弓曰の（Ｚ。〔ヨヨのごＳｍ丙の一（の①曰）巨白Ｑの旨のごく】のの①ロの‐
マ
マ
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ロロロロ四ヶの①のいロョロロＱいぎのＯ丙の》二四Ｏすぐの『のＯ彦のこの口のご国四ケ『の□すの一Ｑの曰の『同色『画ｎ戸【ロロ（〔ｎ口のユロロ、のロニロの｛『の■Ｓｍのロロロ
の豈同の【宮の（一ｍの国の二「】］一六○日日のごく○ご□の旨のヨョーーユ岳騨一ｍの□ご胃のＨ・因・【・因扇巨宜
呂のＱｏｑのロ＄の（①ご□の①四口〔口一一のロロの『三○口臼のロ
マ
マ
ぐ○日后（①ご田四ケ『のご【のごう『○○
少ご曰四ｓのロの。ケロ
マ
マ
田・【・国ロロ丙一汗の一
（大意）
わ
が
息
子
へ
！
い
ま
し
お前が学術修業のためにロシアへ旅立つに当って、一一一一一一口一一一一一一一口戒めとなる一一一一口葉を贈るものである。
わ
が
政
府
（
幕
府
）
に
対
す
る
感
謝
の
念
を
常
に
心
に
銘
記
す
べ
し
！
ま
た
学
習
に
際
し
て
は
汝
の
義
務
を
果
た
す
べ
し
。
汝
の
師
の
意
見
に
は
い
つ
も
従
う
べ
し
！
何
よ
り
も
必
要
な
こ
と
は
、
汝
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
で
あ
る
。
ほ
ご
つまらぬことでも、約束は決して反古にしてはいけない！そうすれば汝の一一一一口葉は人から信用される。
一
切
の
恥
ず
べ
き
行
為
を
直
ち
に
や
め
る
べ
し
！
そ
う
す
れ
ば
汝
の
徳
が
ふ
え
よ
う
。
健
康
に
は
気
を
つ
け
る
べ
し
！
た
ゆ
ま
ず
課
業
に
い
そ
し
め
ば
、
そ
れ
が
よ
ろ
こ
び
と
な
る
。
そ
し
て
何
年
か
修
学
し
た
の
ち
、
目
的
を
達
し
て
帰
国
す
れ
ば
、
慈
父
は
汝
を
喜
び
と
敬
意
を
も
っ
て
歓
迎
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
何
年
か
修
学
し
た
の
ち
、
目
的
Ｙ
・
Ｋ
・
斎
宮
慶応元年四月二十九日
わ
が
息
子
Ｙ
・
Ｋ
・
文
吉
へ
江戸にて
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若
き
市
川
君
へ
わ
が
老
い
た
手
に
ペ
ン
を
握
っ
た
の
は
、
君
の
め
で
た
い
ロ
シ
ア
行
の
祝
詞
と
御
忠
告
を
申
し
述
べ
る
た
め
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
す
べ
て
の
学
術
の
枝
ま
で
徹
底
的
に
究
め
、
そ
の
伝
播
が
わ
が
日
本
帝
国
内
の
津
々
浦
々
ま
で
及
ば
ん
と
す
る
た
め
、
何
人
か
の
生
徒
が
選
ば
れ
、
今
君
は
そ
の
企
て
の
た
め
に
ロ
シ
ア
に
赴
か
ん
と
す
。
あ
あ
、
わ
が
若
き
友
人
よ
！
か
か
る
重
要
か
つ
名
誉
あ
る
任
務
を
与
え
ら
れ
た
者
が
い
た
だ
ろ
う
か
？
あ
あ
、
君
が
伝
習
生
と
な
る
時
期
が
正
に
訪
れ
た
。
君
は
常
に
好
学
心
に
あ
ふ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
学
問
の
基
礎
は
、
君
が
運
よ
く
任
務
を
果
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
成
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
不
幸
な
出
来
事
と
遇
お
う
と
も
、
そ
れ
を
恐
れ
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
わ
れ
ら
の
天
帝
が
す
な
お
な
生
徒
の
悩
み
に
耳
を
傾
け
、
ど
こ
に
い
て
も
守
っ
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
ら
の
天
帝
は
い
つ
も
や
さ
し
い
眼
で
君
を
見
守
り
、
ま
た
君
の
両
親
は
絶
え
ず
慈
愛
を
も
っ
て
包
ん
で
く
れ
る
。
ロ
シ
ア
に
お
い
て
君
が
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
主
要
な
任
務
と
は
何
な
の
か
？
た
だ
勉
学
に
勤
む
だ
け
の
こ
と
な
の
か
。
諸
君
ら
は
声
高
ら
か
に
自
信
を
も
っ
て
諸
君
ら
の
立
派
な
先
生
に
師
事
し
た
ま
え
。
師
匠
は
君
ら
を
美
徳
の
道
へ
と
導
い
て
く
れ
よ
う
。
諸
君
ら
が
任
務
を
果
た
し
た
の
ち
、
す
み
や
か
に
帰
国
す
れ
ば
、
高
度
に
ま
で
修
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
学
術
に
つ
い
て
の
知
識
が
わ
が
国
に
持
た
ら
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
学
校
（
開
成
所
）
へ
も
敬
意
が
払
わ
れ
よ
う
。
そ
れ
は
君
に
と
っ
て
名
誉
と
な
る
ば
か
り
か
、
われわれ同僚や君の最愛の御両親にとっても大きな喜びともなるのである。
一
八
六
五
年
五
月
二
十
四
日
次に引くのは有名なオランダ通詞堀達之助（’八一一三～九四）の送別文である。以下、邦文による大意だけを述べ
ることにする。〔…：．〕内は意味不明の箇所。
（大意）
敬
意
を
表
し
て
堀
達達之助
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さ
ら
ば
、
市
川
君
よ
。
元
気
で
い
た
ま
え
。
そ
し
て
よ
く
学
ん
で
欲
し
い
。
こ
の
言
葉
を
献
呈
す
る
所
以
は
、
ロ
シ
ア
滞
在
中
に
思
い
出
し
て
も
らうためである。かの国では私の忠告を思い出せば、決して任務をおろそかにすることはないのである。ご成功を祈ります。
君が一曰もすみやかに帰朝することをお待ち致します。
慶
応
元
年
五
月
一
一
十
八
日
（
キ
リ
ス
ト
紀
元
一
八
六
五
年
七
月
二
十
日
）
祝
詞
を
述
べ
る
。
（大意）
市
川
文
吉
君
へ
開成所のフランス語学校で君の知己となる光栄に浴してから五年になります。
分
の
で
き
の
悪
さ
を
伝
え
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
い
つ
も
君
の
物
わ
か
り
の
早
さ
と
優
れ
た
能
力
』
ぷ
ん
ろ
う
開
成
所
教
授
方
と
し
て
当
時
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
て
い
た
入
江
文
郎
（
一
八
一
二
四
～
七
八
）
も
ま
た
、
堀
達
之
助
と
同
じ
よ
う
に
ペ
ン
字
の
見
事
な
筆
跡
で
次
の
よ
う
な
内
容
の
送
別
文
を
綴
っ
て
い
る
。
開成所のフランス語学校で君の知己となる光栄に浴してから五年になります。私は君に惹かれました。私は君のおかげで自
分のできの悪さを伝えねばならぬが、いつも君の物わかりの早さと優れた能力には驚かされました。
今、君は大君殿下によって伝習のためロシアへ遣わされるが、私の心の中は悲喜どもどもなのである。なぜなら、最良の友
の
一
人
が
わ
ず
か
一
カ
年
ほ
ど
の
期
間
と
は
い
え
、
わ
れ
わ
れ
の
も
と
を
離
れ
る
の
は
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
サ
ン
ク
ト
Ⅱ
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
で
幾
人
も
の
学
者
と
会
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
大
き
な
喜
び
が
あ
る
限
り
、
君
は
何
ら
か
の
能
力
〔
…
…
〕
、
考
え
を
深
め
る
こ
と
であろう。我が国の文明は、君のもとで〔……〕することであろう。
大君殿下は〔……〕
入
江
文
郎
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ロシアを除くわが国と付き合いのあるほとんどのすべての国の一一一一口語と科学はある程度識られていても、ロシアらのそれらは、
わが開成所においてすら、ほとんど識られていないのである。だから開成所の教授らに伝習生を選ぶ命が下り、大勢の生徒の
中からわずか五名だけ選ばれ、貴君もその内の一人とみなされ、これよりロシアへ旅立とうとしています。貴君はロシア語と
科学とを修めて帰朝なさることと思います。というのは、貴君はすぐれた、天性の才能に恵まれているばかりか、勤勉な人で
あることを知っているからなのです。
と
や
ま
次に引くのは、慶応一一年のイギリス留学生の一人‐ｌ‐＋開成所英学教授手伝出役。外山捨八
○○、のち学士院会員、東大総長）の英文送別文である。
親
愛
な
る
友
よ
！
にしたのである。
健やかな旅行をお祈りいたします。
慶
応
元
年
五
月
二
十
五
日
親
愛
な
る
友
人
よ
り
外
山
捨
八
Ｊい）１‐）〔・ｏ０ｏｏｏ〕
（大意）
わ
が
最
愛
の
友市川
文
吉
君
へ元治
二
年
、
わ
が
日
本
政
府
は
わ
が
国
に
お
け
る
ロ
シ
ア
語
と
科
学
と
の
発
展
の
た
め
に
学
生
を
ロ
シ
ア
へ
派
遣
す
る
こ
と
ま
さ
か
ず
（正一、
八
四
八
～
一
九
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lliliI霧Ｔｒ 各国
語
で
綴
ら
れ
た
送
別
文
の
大
意
を
四
つ
選
ん
で
引
用
し
た
が
、
原
文
は
、
今
曰
か
ら
観
れ
ば
破
格
な
語
法
、
文
法
上
の
誤
り
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
、
文
意
が
明
瞭
で
な
く
、
概
し
て
稚
拙
な
文
章
と
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
が
、
幕
末
期
と
い
っ
た
時
代
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
努
力
の
跡
が
よ
く
に
じ
ん
で
お
り
、
む
し
ろ
よ
く
書
け
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
再
び
市
川
兼
恭
の
息
子
に
対
す
る
送
別
の
辞
に
戻
る
と
、
か
れ
が
文
吉
に
向
っ
て
、
幕
府
の
恩
顧
を
忘
却
す
る
こ
と
な
く
、
義
務
を
怠
ら
ず
、
約
束
を
た
が
え
ず
、
破
廉
恥
の
行
為
を
な
さ
ず
、
健
康
に
も
留
意
し
て
、
学
成
っ
て
帰
国
す
れ
ば
、
汝
の
慈
父
は
汝
を
衷
心
よ
り
歓迎する、と結んでいるが、最後のくだりあたりに横溢しているのは、わが子を思う父親の愛、まどころである。
いずれにせよ、文吉はロシアに赴くとき、この寄せ書き（「文集」）を持参したものらしい。
下谷の松本屋において文吉の壮行会が開かれて約十曰後の四月二十六曰、父兼恭は越後屋呉服店（後年の一一一越デパ
し
ゅ
ん
ぞ
う
－卜）で文吉の洋服（燕尾服風のもの）をあつらえ、その翌曰には家族が打ちそろって洋学者柳川春一一一（’八一一一一一
開成所教授職市川兼恭
市川兼恭の妻とみと曾孫志奈
(飯田志奈氏蔵）
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かくして慶応元年七月一一十六日（一八六五・九・’五）、市川文吉は他のロシア留学生五名と共に露艦ポカテール
あ
き
つ
号に乗り箱館を出帆、’二津の浦（広島県南部１１ｌ安芸津町）、長崎、香港、シンガポール、バタビア、サイモンズタ
ず
、
お
上
へ
届
け
出
、
政
府
（
幕
府
）
の
免
許
状
・
印
章
（
〃
曰
本
政
府
許
航
佗
邦
記
〃
と
あ
る
も
の
）
を
得
ら
れ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
条
約
締
盟
国
（
八
カ
国
）
へ
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
慶
応
元
年
の
ロ
シ
ア
留
学
生
六
名
こ
そ
、
幕
府
発
行
の
旅
券
を
与
え
ら
れ
た
第
一
号
と
い
え
よ
う
。
ま
た
こ
う
い
っ
た
証
書
と
は
別
に
、
在
府
の
者
五
名
は
四
月
十
五
曰
、
閏
五
月
十
五
曰
、
同
二
十
四
曰
の
三
回
に
わ
た
っ
て
幕
府
よ
り
支度金として金一一一百両交付されたのである。その問にも、江戸出発の曰がだんだん近づいて来た。閏五月二十四曰、
文
吉
の
父
兼
恭
は
開
成
所
の
親
し
い
友
人
四
五
名
と
息
子
の
同
行
者
ｌ
緒
方
・
大
築
・
田
中
・
小
沢
ら
四
名
を
別
々
に
宴
に
招
い
た
のである。
～
七
○
、
開
成
所
教
授
を
経
て
大
学
少
博
士））宅を訪れ、記念写真を撮った。
五月朔曰、市川文吉は幕府より次の
ような証書を下付されたが、これは今
パ
ス
淵
－
卜
で
い
う
旅
券
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
徳
川
幕
府
が
「
海
外
渡
航
差
許
布
告
」
（
渡
航
解
禁
の
布
達
）
な
る
も
の
を
公
布
し
た
の
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
四
月
九
曰
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
身
分
を
問
わ
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ウン（南アフリカ）、ケープタウン、セント・ヘレナ等に寄港したのち、翌慶応二年一月一一十七日（’八六六・’一一・
十三）南イングランドのプリマス港に到着した。箱館出帆後約七カ月目のことである。
同年二月九曰、再びポカテール号に搭乗しプリマスを出帆、同曰の夕方北仏のシェルブール港に到着。その後陸路
パリヘ向かい、二月十一一曰く一一一・一一八）同地に到着。パリで一泊の後、陸路ペテルスブルクへ向かう。途中、ベルギ
ー、プロシア、ポーランドを経て二月十六日（四・一）最終目的地ペテルスブルクに到着した。同曰、初代駐曰箱館
領事ゴシケヴィッチの息子ワジメルの出迎えを受け、晩さんを供されたのち予め用意された借家に案内された。以後、
幕
生
六
名
は
こ
の
家
で
暮
ら
し
、
出
張
教
師
よ
り
授
業
を
受
け
る
。
慶応三年三月一曰（一八六七・四・五）、学生取締山内作左衛門は、病気を理由に遣露使節小出大和守一行と共に
帰国の途につき、翌慶応四年五月二十七曰（一八六八・七・一六）市川文吉を除く、ロシア留学生四名、ペテルスブ
若き曰の市川文吉（飯田志奈氏蔵）
桑』
市川文吉の名刺（浅海福子氏蔵）
文吉は仲間の帰国後、プチャーチン提督の家に引き取られ、文筆家ゴンチャロフ外三名の教師からロシア語・歴
史・数学などを学んだ。のちプチャーチン宅を出、どこかの家に間借りしたものか。やがてシュヴィロフという名の
ロシア女性と結婚し、アレクサンドル・ヴァシレヴィッチ・シュヴィロフという男の子をもうけた。
明治六年（一八七三）九月、約八カ年にも及ぶロシア生活に終止符を打ち、妻子を残して単身帰国した。同年十一一
月、文部省七等出仕を命ぜられ、新設の東京外国語学校魯語科の教師となった。『東京外国語学校沿革』（昭和七年十
〈就職年月）
一月刊、非売品）の「附一二、職員」という項に、ロシア語教員としての文吉の名が見え、「市川文吉
一ハ、一一一
魯語」とある。同書の「附五、東京外国語学校官員並生徒一覧（明治七年三月）」には、すでに文吉の名が無いこと
から考えて、就任後間もなく職を辞したものか。
よ
し
た
だ
翌明治七年（’八七四）一一月外務省二等書記官となり、一等書記官花房義質、｜一等書記官中村博愛らと共に、特命
全権公使海軍中将榎本武場に随行して再びペテルスブルグに赴いた。
当時の曰本公使館はネヴァ川畔にあるビィピィコフというロシア人の大邸宅を年九千ルーブル（約六五○○両）で
借りていたもので、門番・料理人・別当・小使ら十名の外、榎本以下五名の曰本人が在勤していた。榎本春之肋の写
本
に
「
在
魯
公
使
館
創
立
当
時
在
勤
員
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。
海軍中将兼特命全権公使榎本武揚嚇鋼
外務大函兼二等書記官花房義質鯛仙
魯
語
通
弁
市川文吉砿鯨
ルクを発し、帰国の途につく。
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韓業､,ｉ１Ｉｌ鑿IiIH二'丘：砲兵本廠(旧水戸徳川家中屋敷） 外務二等書記生
内藤忠順嚇鋼
留
学
生
寺見機一期仙
同
西徳次郎轆朋島
これら在外公館に勤める曰本人六名は分宿せず、
f護達趨帛ii雪雲雨ii霊i；棟
蕊
公使館内に一
Ｐ庁二■』》』。
、北胆已挽卍
写ローー。．△○一
ｆ疋田●ロ
一
内
に
一
緒
に
住
ん
で
い
た
よ
う
で
、
「
曰
本
人
は
公
使
館
附
属
花
房
は
じ
め
ほ
か
つ
ご
う
書
記
官
始
外
三
人
手
前
と
も
通
計
五
人
一
所
に
住
居
候
」
（
明
七
・
九
・
二
○
付
榎
本
書
簡
）
と
あ
る
。
文
吉
の
主
な
仕
事
は
会
談
の
際
の
通
訳
や
外
交
文
書
の
翻
訳
で
あ
っ
た
と
思
え
る
が
、
榎
本
の
オ
ラ
ン
ダ
留
学
時
代
の
恩
師
ポ
ン
ペ
（
医
師
）
も
ま
た
、
曰
本
公
使
館
付
医
師
兼
学
術
調
査
官
の
名
義
で
約
二
ヵ
年
在
勤
し
た
。
露
都
の
曰
本
公
使
館
に
勤
務
す
る
こ
と
約
五
年
、
文
吉
は
榎
本
公
使
が
帰
国
す
る
際
も
同
行
し
、
共
に
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
曰
本
に
帰
っ
て
い
る
。
一
行
は
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
七
月
二
十
六
曰
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
を出発し、モスクワ、ニジニーノヴゴロド、カザン、ペル
ム
、
エ
カ
テ
リ
ン
ブ
ル
ク
、
ト
ム
ス
ク
、
イ
ル
ク
ー
ッ
ク
、
キ
ャ
フ
タ
、
チ
タ
、
フ
ラ
ゴ
ヴ
ェ
ス
チ
ェ
ン
ス
ク
、
ハ
パ
ロ
ス
ク
、
ウ
ラ
ジ
ォ
ス
ト
ッ
ク
、
小
樽
、
札
幌
、
箱
館
等
を
経
て
、
同
年
十
月
二
十
一
曰
東
京
に
帰
着
し
た
。
約
三
ヵ
月
に
も
及
ぶ
旅
行
中
、
文
吉
は
榎
本
121 
市川や古川といった曰本人教師たちは、「いずれも社会的野心を持たず、学識よりむしろ性格の力で学生たちに感
化
を
あ
た
え
る
」
人
々
で
あ
っ
た
ら
し
い
．
中
村
光
夫
の
「
二
葉
亭
四
迷
伝
ｌ
あ
る
先
駆
者
の
生
涯
」
講
談
社
）
に
も
多
少
市
川
文
吉
者）』
らう」 明治
期
の
小
説
家
・
翻
訳
家
と
し
て
有
名
な
二
葉
亭
四
迷
（
本
名
・
長
谷
川
辰
之
助
、
一
八
六
四
～
一
九
○
九
）
が
、
東
京
外
国
語
学
校の魯語学科に入学したのは明治十四年（一八八一）五月のことで、同校には明治十九年（’八八六）一月まで在籍
し
、
中
途
退
学
し
た
。
が
、
入
学
当
時
、
外
国
語
学
校
の
ロ
シ
ア
語
教
師
で
あ
っ
た
の
は
、
「
曰
本
人
で
は
市
川
文
吉
、
古
川
常
一
郎
氏
の一一人で、その外に助教師が一一一人あった。外人では露人のアンドレー・コレンコと呼ぶ人がいた」と、二葉亭の同級
よ
し
な
え
生であった藤村義苗（｜ハーハ四～一九一一一四、幕臣藤村知一郎の長男、のち生命保険会社協会専務理事）は、回想して
いる（岬醐雛鰯編輯『二葉亭四迷』各方面より見たる長谷川辰之助君及其追懐）。
お
お
ば
か
こ
う
大庭河公（一八七一一～一九一一一、山口県士族大庭景明の一二男、のち読売新聞社特派員として革命後のロシア事情調
査
の
た
め
入
露
し
た
が
、
消
息
を
絶
つ
）
も
、
二
葉
亭
の
追
悼
号
に
一
文
を
寄
せ
た
一
人
だ
が
、
市
川
文
吉
と
古
川
常
一
郎
と
長
谷
川
辰
さ
ん
せ
ん
之助を〃露語の二一川〃と呼び、次のように語っている。
カ
ラ
プ
ト
「古川先生は佐賀藩士で少年時代は大隅伯母堂に世話になった人である。樺太談判の通事に当った市川文吉先生と
り
ょ
う
か
わ
が
ん
こ
い
や
し
く
共
に
実
に
露
西
亜
語
学
の
一
一
大
先
輩
で
あ
る
。
妙
な
こ
と
は
こ
の
両
川
共
に
有
名
な
頑
固
屋
で
筍
も
上
長
者
（
身
分
の
高
い
人
１
１
引
用
マ
マ
マ
マ
者
）
に
屈
し
な
い
。
（
中
略
）
硬
直
な
る
古
川
先
生
は
貧
乏
死
に
死
な
れ
た
。
市
川
先
生
は
飯
田
町
に
居
ら
れ
た
が
多
分
未
だ
存
命
で
あ
を兼務した。
の通訳などを勤めた。
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
二
月
、
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
、
外
務
省
御
用
掛
兼
文
部
省
御
用
掛
と
な
り
、
東
京
外
国
語
学
校
魯
語
科
教
員
（前掲書）
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号
Ｂ
三
側
）
に
あ
る
。
墓
石
の
表
面
名・生没年月曰が刻まれている。
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
ｌ
、
し
ゃ
だ
つ
マ
マ
「
（
前
略
）
酒
脱
な
江
戸
っ
児
肌
が
十
数
年
に
わ
た
る
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
生
活
で
ロ
シ
ア
化
し
た
異
様
な
性
格
の
持
主
で
あ
っ
た
よ
う
さ
げ
す
で
す
。
幕
臣
で
あ
る
彼
は
明
治
政
府
の
高
官
た
ち
に
た
い
し
て
□
に
云
え
な
い
憤
り
と
蔑
み
を
抱
い
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
十
か
い
ま
九
世
紀
後
半
の
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
の
社
交
界
を
垣
間
見
て
き
た
彼
に
は
、
明
治
の
曰
本
な
ど
立
身
に
価
し
な
い
社
会
と
映
っ
た
の
か
も
知
け
ん
か
ん
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
は
明
治
十
八
年
の
旧
外
語
廃
校
後
は
、
黒
田
清
隆
、
榎
本
武
場
な
ど
の
顕
官
に
知
己
が
多
か
っ
た
に
か
い
つ
さ
い
の
ぞ
み
マ
マ
ま
つ
と
い
ん
と
ん
かわらず、一切官途への望を絶って、昭和一一年に伊豆伊東で八十歳の天寿を全うするまで、四十年近い歳月を隠遁の
う
ち
に
お
く
り
滞
露
中
に
知
り
あ
っ
た
者
の
ほ
か
ほ
と
ん
ど
交
際
は
な
く
、
革
命
後
に
亡
命
ロ
シ
ア
人
が
銀
座
で
花
な
ど
を
売
っ
て
い
る
の
に
ひ
そ
か
に
金
品
を
め
ぐ
む
の
を
た
の
し
み
に
し
て
い
た
そ
う
で
す
」
と
あ
る
。
同
十
七
年
（
’
八
八
四
）
文
部
省
御
用
掛
、
翌
十
八
年
外
務
省
御
用
掛
を
免
ぜ
ら
れ
た
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
六
月
一
一
十
三
曰
き
よ
た
か
黒田清隆がシベリア経由で欧米巡歴の途に上るとき、文吉は通訳として随行し、翌一一十年四月一一十一曰帰国した。そ
の
後
官
途
に
つ
か
ず
、
ま
た
世
間
と
の
交
渉
を
絶
つ
よ
う
に
な
り
、
父
兼
恭
の
死
後
、
熱
海
や
鎌
倉
や
小
田
原
に
隠
棲
し
、
晩
年
は
伊
豆
の伊東に余生を送り、昭和一一年（一九一一七）七月三十曰の昼ごろ、八十一歳の高齢をもって逝った。文吉はロシア留
学生の中でも最も長生きした一人である。
ぞ
う
し
が
や
市川家の笠ロ提寺は文京区八千代町の念通寺であり、墓碑は現在雑司ケ谷霊園の管理事務所に比較的近い所（一種四
号
Ｂ
三
側
）
に
あ
る
。
墓
石
の
表
面
に
「
市
川
家
之
墓
」
と
あ
り
、
そ
の
裏
に
兼
恭
の
父
母
の
名
を
は
じ
め
と
し
、
市
川
家
一
族
の
氏
＊ 
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筆者は平成二年の盛夏、文吉の子孫とお会いすることができ、かれにまつわる数々の新事実を識ることができた。
し
な
取材に応じていただいたのは、文吉の孫・飯田志奈（旧姓一一橋）と曾孫・浅海福子（｜｜橋雪の次女）の両氏である。
飯田志奈さんは、明治一一一十七年（一九○四）八月三十一曰生まれ、当年八十六歳である。神田一一一崎町一丁目にあった
か
ね
の
り
市川兼恭（文吉の父）の屋敷（千坪）で生まれ、仏英和女学校（現在の白百合学園）を卒業後、大正十一一年（一九一一
一一一）十二月医師飯田博（東大医学部卒）氏のもとに嫁した。御主人は初め旧満州の遼陽、次いで撫順、藩陽、営口、
新京の各病院長を勤め、戦後しばらくして帰国した。
、
、
文
吉
の
妻
は
、
旧
姓
小
林
も
と
と
い
い
、
造
り
酒
屋
の
娘
で
、
十
六
歳
の
と
き
嫁
に
来
た
。
文
京
区
白
山
あ
た
り
に
住
ん
で
い
た
も
の
らしい。文吉とは九歳ちがいであり、安政四年（一八五七）十一月六曰の生まれである。文吉が亡くなる一年前（大
正十五年〔一九二六〕）五月一一十四曰神田において癌で亡くなった。
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文吉の住居付近の地図
飯田志奈氏が描いたスケッチに基づいて
筆者が作成したもの
顕
官
に
こ
び
ず
、
孤
独
嫌
人
癖
が
あ
っ
た
文
吉
は
、
四
十
代
で
早
く
も
隠
棲
生
活
を
は
じ
め
、
神
田
三
崎
町
に
千
坪
あ
る
土
地
を
人
に
貸
し
、
そ
の
上
が
り
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
当
時
、
文
吉
の
妻
も
と
の
家
計
費
は
一
カ
月
六十円ほどであった。文吉は別に小遣を必要になったときは、神田に
と
り
に
来
た
。
明
治
三
十
二
年
二
八
九
九
）
以
後
、
湘
南
地
方
に
余
生
を
養
っ
て
い
る
が
、
最
初
は
熱
海
に
借
家
（
有
名
な
〃
お
宮
の
松
〃
の
す
ぐ
そ
ば
、
旅
館
の
持
物
）
を
求
め
て
暮
ら
し
た
。
志
奈
さ
ん
は
、
四
歳
ま
で
こ
の
熱
海
の
家
に
い
た
。
次
い
で
鎌
倉
に
移
り
、
駅
前
（
警
察
署
の
う
ら
）
に
借
家
を
求
め
た
が
、
熱
海
と
鎌
倉
の
家
は
、
い
ず
れ
も
間
数
が
四
つ
以
上
も
あ
り
、
文
吉
は
必
ず
一
部
屋
を独占し、必ずメイドもいた、という。
や
が
て
文
吉
一
家
は
居
を
鎌
倉
よ
り
小
田
原
に
移
し
、
し
ば
ら
く
十
字
町
の
借
家
に
暮
ら
し
た
の
ち
、
會
我
子
爵
の
世
話
で
、
大
久
保
村
板
橋
（
現
在
の
小
田
原
市
板
橋
）
に
家
と
農
地
七
百
坪
を
購
入
し
、
の
ち
に
畑
地
を
さ
ら
に
買
い
求
め
た
。
そ
し
て
当
地
に
お
い
て
土
地
の
者
か
ら
農
業
を
学
び
、
ま
た
教
え
て
も
い
た
。
米
を
除
く
野
菜
（
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
・
レ
タ
ス
・
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
）
等
を
た
れ
自分で作るようになり、晴耕雨読の生活をはじめた。野菜の種は横浜
の
貿
易
商
か
ら
取
り
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
。
十
字
町
の
借
家
に
暮
ら
し
て
い
た
と
き
、
家
の
前
に
榎
本
武
場
の
別
邸
が
あ
り
、
文
吉
は
そ
こ
に
よ
く
遊
び
に
行
っ
た
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て行った。孫には大体一人ずつ必ず婆やが付けられていた。
文吉は義侠心に富み、困窮している者の面倒をよくみたらしい。清水次郎長が好きで、じっさい付き合いもあった。
酒はたしなまなかったが、タバコは吸った。アユの時期になると年一回必ず釣りに出かけた。読書をよくしていたが、
洋書などをよみ、外国語（ロシア語？）できれいな文字を書いていたという。語学は四カ国語（中国語・ロシア語・
フ
ラ
ン
ス
語
・
英
語
）
で
き
た
と
い
う
。
鎌
倉
に
い
た
こ
ろ
、
弁
髪
の
清
国
人
の
来
客
が
あ
り
、
客
人
に
コ
ー
ヒ
ー
を
出
し
、
中
国
語
の
ようなもので話をしていたのを志奈さんは今も覚えている。また文吉は碁を打つのが好きであった。
ロシアに残して来た息子アレクサンドルには、仕送りをつづけた。アレクサンドルの来曰は、これまで一回きりと
されていたが、じっは二度曰本に来ているのである。第一回目は大正一一一年（一九一四）ごろのことで、このときは曰
本に遊びに来たもので、上野精養軒で撮った写真が残されている。第二回目は、文吉が亡くなる約一ヶ月ほど前のこ
ヤ
という。文圭口は小田原に十年以上滞在した。
チ
ー
プ
蔵
関
東
大
震
災
（
大
正
十
二
年
九
月
一
曰
）
の
後
、
文
吉
は
後
述
の
伊
東
の
二
橋
別
が棚荘に移った・志奈さんや福子さんの話によると、文吉はおもしろいエピ
リ
博
オ
料
ソ
ー
ド
の
持
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
か
る
。
文
吉
は
新
し
い
も
の
好
き
で
、
写
真
機
た
資
い士やラジオが珍しかったころ、逸早くそれらを求めとくに撮った写真は暗
描綱室で自分で現像までした・また鎌倉にいた当時、孫たちのためにパンを
耐鰄鎚自分で作って食べさせた・洋服をあまり用いず、和服を着ていることが
棚川村
帥寸門削舳炉舳繩舌川Ⅷ趣鵠洲航柵客聰繊叩州玉鹸』牝←に仙醜麺炉）肝馴池
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幕府ロシア留学生市川文吉のこと
従来、市川文吉の晩年については、隠棲地伊東で亡くなったこと以外にわからなかった。が、生前の文吉を知る女
性が今も健在であることを知り、晩年のかれの暮らしぶりの一端を知ることができた。平成二年の盛夏、筆者は伊東
市教育委員会社会教育課に勤務する竹下光氏と共にその女性宅を訪れ、貴重な話を聞くことができた。
俗世間をのがれて伊東で静かに暮らす文吉の世話をしたのは、現在伊東の新井区に住む石井はるさんである。石井
と
で
あ
る
。
オ
リ
ガ
・
プ
チ
ャ
ー
チ
ナ
は
、
文
吉
が
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
に
滞
在
中
や
っ
か
い
に
な
っ
た
、
あ
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
の
娘
である。が、オリガ（皇后仕女官）は、父の死後（’八八一一一年（明治十六年）十月二十六曰パリで八十歳で亡くなっ
た）、来曰した。けれどその正確な時期については不明である。
文吉は彼女のために神田の敷地内に二階家を建ててやり、住まわせた。オリガはマリアという名のメイドを伴って
、
、
おり、マリアは裁縫が上手であった。文吉の妻もとはこのマリアから洋裁を習い、やがて文吉のワイシャツや娘政の
洋服までも器用に仕立てるようになった。オリガのその後については詳らかにしない。大正十四年（一九二五）の暮、
文
吉
は
い
ち
ど
倒
れ
た
。
が
そ
の
前
の
あ
る
朝
、
火
ば
ち
に
手
を
か
ざ
し
て
い
た
と
き
、
指
が
焦
げ
て
い
る
の
に
も
気
が
つ
か
ず
に
い
た
と
い
う
。
す
で
に
体
の
左
半
分
の
感
覚
が
無
か
っ
た
も
の
の
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
ｌ
お
れ
は
大
正
十
四
年
で
お
わ
り
だ
．
と、語ったという。
こ
の
話
は
、
浅
海
福
子
さ
ん
が
母
雪
子
さ
ん
か
ら
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。
生
前
、
爵
位
の
話
も
あ
っ
た
が
、
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
辞
退
し
た
。
＊ 
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１１上官の高い、体の大ェ
と
、
は
る
さ
ん
は
語
っ
た
。
はるさんは明治四十一一年一一月三曰生まれ、当年八十一歳である。はるさんは大正十四年（一九一一五）の春四月、現在
ふ
た
つ
ぱ
し
す
え
お
の竹の内一丁目一一一の十一一あたりにあった一一橋季男氏（曰本郵船社員を経て上海の郵便局長）の別荘（通称「一一橋別
荘」）に奉公に出、昭和一一年（’九二七）八月まで勤め、翌三年一一月嫁に行った。｜｜橋氏の別荘は敷地が一一千坪ほど
は
た
お
もある宏壮なもので、敷地内には母屋や茶室の外、監理人（留守番）の住居、機織り場、仕事場、物置などがあり、
風呂場だけでも三カ所（主人家族と使用人用）あったという。また邸内には鶏小屋もあり、ブドウ・ミカン・イチジだ
ん
ク
な
ど
の
果
樹
も
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
敷
地
の
周
囲
は
い
け
が
き
を
め
ぐ
ら
し
、
中
に
は
水
田
も
あ
っ
た
。
別
荘
の
と
な
り
に
は
畑
と
暖
こ
う
え
ん
香園ホテル（現在の「暖香園」）があった。
よ
し
お
一一橋別荘の名残りは、現在の竹の内一丁目一一一の十一一に住む金子能男氏の住居の庭に見ることができる。同氏が今の
番地に住むようになったのは昭和三十九年（一九六四）からで、｜｜橋別荘の建物の一部が昭和五十四年（一九七九）
頃
ま
で
在
っ
た
と
い
う
。
と
く
に
文
吉
が
息
を
引
き
取
っ
た
茶
室
は
、
昭
和
五
十
三
年
に
取
り
穀
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
当
時
と
変
わらぬのは庭園であり、池などは昔のまシなのである（金子能男氏談）。
小
田
原
時
代
の
文
吉
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
に
し
な
い
。
が
、
大
正
の
末
頃
に
は
小
田
原
を
引
き
上
げ
、
伊
東
で
暮
ら
し
て
い
た
。
文
吉
夫
婦
に
は
政
と
い
う
娘
（
跡
見
女
学
校
卒
）
が
あ
り
、
そ
の
夫
が
二
橋
別
荘
の
持
主
二
橋
季
男
氏
な
の
で
あ
る
。
季
男
氏
は
慶
応
義
塾
大
学
卒
の
当
時
六
十
歳
代
、
妻
は
当
時
四
十
四
、
五
歳
位
で
、
こ
の
夫
婦
に
は
子
供
（
娘
）
が
四
人
お
り
、
皆
仏
英
和
女
学
校
（
現
在
の
白
百
合
学
園
）
に
通
っ
て
い
た
。
東
京
の
住
居
は
、
神
田
三
崎
町
一
丁
目
に
あ
っ
た
。
文
吉
の
母
と
み
は
背
の
高
い
、
や
せ
す
ぎ
の
人
で
あ
百合学園）に一
つた。文吉も、
体
の
大
き
な
人
（
六
尺
位
、
骨
ぶ
と
）
で
あ
っ
た
。
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幕府ロシア留学生市川文吉のこと
中央の建物が二橋別荘（｢豆州伊東真景」より）
｢伊東温泉場全図」（昭和５年１２月発行，伊東市立図書館蔵）を基に筆者
が作成したもの
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と云われたので、はるざ，
ｌ
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ぬ
人
．
ｌ
バ
リ
カ
ン
で
頭
を
刈
っ
て
く
れ
．
ま
た
文
吉
は
釣
が
好
き
で
、
よ
く
い
そ
づ
り
に
出
か
け
た
。
は
る
さ
ん
は
当
時
、
文
吉
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
ロ
シ
ア
語
の
先
生
で
あ
っ
た
こ
と
は
聞
い
て
知
っ
て
い
た
．
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
以
外
は
知
ら
な
か
っ
た
。
文
吉
は
無
口
な
人
で
、
人
を
寄
せ
つ
け
る
こ
と
も
な
く
、
ひ
と
り
で
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
た
。
はるざんは、文吉が茶室の二階で洋書を読んでいる姿を見ているが、それがどんな本であったか判からなかった。
ロシア時代の話もついぞ聞いたことがない、という。用事があるときは、呼び鈴が鳴るので、はるさんが二階に上っ
てゆく。三度の食事は、はるさんが運んだが、文吉はふつうのものを食べていたという。酒は飲まなかったが、夕（
から、はるさんの眼には文吉は、
トーｌ百姓じいさん。
てゆく。三度の食雷
コ
は
吸
っ
た
ら
し
い
。
のように映った。
文吉の妻は母屋の方に、文吉は初め別荘番である佐瀬守之助夫妻の住居の離れで一人で暮らし、のちに邸内の茶室
の二階に移り、そこで寝起きしていた。
文
吉
は
小
田
原
か
ら
蜜
蜂
を
持
っ
て
来
、
敷
地
内
に
巣
箱
を
置
き
、
採
っ
た
蜜
を
自
分
で
も
食
べ
た
し
、
人
に
も
与
え
た
と
い
う
。
だ
あるとき文吉から、はる
ざ
ん
は
慣
れ
ぬ
手
つ
き
で
刈
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
文
吉
は
、
昔
は
お
し
ゃ
れ
で
あ
っ
た
が
、
晩
年
は
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幕府ロシア留学生市川文吉のこと
このとき「東京曰々新聞』は、市川親子の再会を記事にし、同年六月二曰付の夕刊に掲載した。その記事には所々
誤
り
や
事
実
を
歪
曲
し
た
箇
所
が
み
ら
れ
る
が
、
参
考
の
た
め
に
全
文
を
掲
げ
る
。
’
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
ら
は
熱
海
か
ら
伊
東
ま
で
パ
ス
で
や
っ
て
来
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
は
大
男
で
あ
っ
た
。
曰
本
語
は
、
「
あ
り
が
と
う」とか「おはよう」が云えた程度であり、時には文吉の娘政子のことを「お政さん」と呼んでいた。
息
子
と
思
い
も
か
け
ぬ
再
会
を
果
た
し
た
文
吉
の
喜
び
ぶ
り
は
筆
舌
に
尽
し
が
た
い
も
の
で
、
文
吉
は
Ｉ
よ
ろ
こ
ん
で
抱
擁
し
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
だ
．
亡くなる一カ月ほど前の昭和二年六月、文吉はロシアに残して来た息子アレクサンドルと再会を果たした。が、実
はアレクサンドルを東海バス本社まで迎えに出たのは、はるさんと孫娘の一一橋雪さん（三女）であった。
伊東線が開通したのは、昭和十三年のことで、当時はまだ鉄道はなく、唯一の交通手段はバスであった。アレクサ
ンドルを案内したのは、東京外国語学校時代のかっての教え子鈴木要三郎（明治十七年七月卒）であった。
ｌ
こ
の
人
（
文
吉
）
は
私
の
恩
師
で
す
．
と、鈴木が語ったことを、はるさんは今もきのうのことのようによく覚えている。
のちに海軍の将官になる鈴木要三郎は、
ｌ
お
と
な
し
い
、
静
か
な
人
．
で
あ
っ
た
と
い
う
。
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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マ
マ
来朝したシウエー‐ロブ氏
文
吉
翁
は
浅
野
家
の
藩
士
で
あ
っ
た
（
父
兼
恭
の
誤
り
１
１
引
用
者
）
が
、
十
七
歳
（
十
九
歳
の
誤
り
ｌ
引
用
者
）
の
と
き
に
幕
府
の
留
学
生
として髪を大たぶさに結ひ木綿の紋付に大小をさし小倉の白袴をはいて盟友五名と共に函館からロシアの軍艦に便乗して露都
よ
う
や
に向った。航海十一ケ月余（約半年の誤り１１引用者）、漸くフランスへ上陸した。
翁
が
安
政
の
末
に
伊
豆
下
田
へ
入
港
し
た
露
艦
パ
ラ
ウ
ダ
号
（
パ
ル
ラ
ダ
号
１
１
引
用
者
）
の
艦
長
プ
ー
チ
ャ
チ
ン
伯
を
訪
ね
艦
上
で
当
時
ロ
シ
こ
と
やぶ
ア第一の小説家ガンチャーロフ氏と〈云った縁故で、殊にこの人達と交際してゐたがその中に徳川幕府の覇業敗れて世は明治の
政
府
と
な
り
幕
府
の
留
学
生
に
対
し
て
は
ぱ
っ
た
り
と
学
費
が
絶
え
た
の
で
、
他
の
五
人
は
そ
の
ま
シ
日
本
へ
帰
っ
た
が
翁
一
人
は
プ
伯
の
好
意
に
よってその家に寄ぐうし勉強をっ武けてゐるうち明治七年日本の公使榎本武場がやって来たので公使館の書記官となった。
この前後に若い日本のサムライ学生はロシアの一美人と恋し恋された。間もなく二人の間には愛すべきシウエーロフ氏が生
れ
た
。
翁
は
そ
の
子
の
成
長
を
楽
し
み
な
が
ら
日
本
と
の
間
を
幾
往
復
か
し
て
国
事
に
奔
走
し
て
ゐ
た
。
榎
本
公
使
の
帰
国
に
際
し
て
は
ペ
テ
ロ
グ
ラ
ー
ド
（
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
Ｉ
引
用
者
）
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
（
ス
ト
ッ
ク
ー
引
用
者
）
ま
で
雪
の
シ
ベ
リ
ア
を
わ
ざ
く
馬
ぞ
り
の
長
い
旅
を
四
十
五
年
ぶ
り
に
愛
児
を
迎
へ
て
市
川
文
吉
翁
の
涙
あ
つ
病篤妾ご父を訪ねて
は
る
〈
、
と
ロ
シ
ア
か
ら
四
十
五
年
ぶ
り
で
逢
ふ
父
を
た
づ
ね
て
有
名
な
外
交
学
者
シ
ウ
エ
ー
ロ
フ
氏
（
五
四
）
が
あ
わ
た
茸
し
く
来
朝
し
た
。
父市川文吉翁（八一）は明治初年の唯一のロシア通として知られた人、いま伊豆伊東に病ひは重い、その枕辺に相見た父子の
対
面
こ
そ
、
た
ゴ
う
れ
し
泣
き
で
終
始
し
た
と
い
ふ
は
る
人
‐
、
ロ
シ
ア
か
ら
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う
ま
そ
り
っダけた。更に黒田清隆がロシアへ派遣される時はこれをウラジオに迎へてこ一」からまた吹雪をついて露都へ馬橇を走らせ
つヅけ伯と相抱いて生死の境をさまよった事も幾度かあった。
愛
児
は
十
歳
に
な
っ
た
。
翁
は
日
本
外
務
省
へ
仕
へ
る
急
命
に
接
し
、
取
る
物
も
取
敢
へ
ず
日
本
へ
帰
っ
た
。
雪
の
降
る
夜
、
ス
ト
ー
ブ
の
前
で
、
な
愛する女と、愛する児のためにその金髪を撫でて、再会のｐＨを約して互に終夜を泣き明かした。思へぱこれがそのロシア娘と
の悲しい別れ、そのいとし子とは東西相へだて典四十五年、互に逢ふ日の夢を見って千山万水をへだてつくして来た。
ほ
と
ん
翁
は
開
国
以
来
、
殆
ど
毎
日
の
や
ふ
に
手
紙
を
書
き
、
子
供
の
た
め
に
少
か
ら
ぬ
養
育
費
を
送
ハ
ソ
つ
づ
け
た
が
、
周
囲
の
事
情
は
翁
を
し
て
日
本
の家庭を結ばせるやふな事となり沢山の子供も出来た。ペテログラードから『母の病気が重りました。どうぞお父様一目でも
母
の
病
床
を
た
づ
ね
て
下
さ
い
」
と
血
の
出
る
や
う
な
シ
ウ
エ
ー
ロ
フ
氏
の
急
信
は
届
い
た
が
、
翁
は
ど
う
し
て
も
ロ
シ
ア
ま
で
行
く
事
は
出
来
な
かった。やがて数週の後、その母の死は再び氏のペンによって報ぜられた。
母
す
で
に
亡
／
、
父
は
遠
い
日
本
に
ｌ
こ
の
淋
し
さ
の
中
に
シ
氏
（
シ
ウ
ェ
ー
ロ
フ
ー
１
４
引
用
者
）
は
や
が
て
ペ
テ
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
法
科
大
学
を
卒
業
し
新
聞
記
者
と
し
て
活
躍
の
日
を
送
る
中
に
、
そ
の
刻
苦
は
氏
を
し
て
ロ
シ
ア
の
有
数
な
外
交
学
者
と
し
、
十
歳
に
し
て
父
に
そ
の
頭
を
撫
マ
マ
な
か
ば
で
ら
れ
た
子
も
、
く
う
や
五
十
五
歳
、
人
生
半
を
す
ご
し
た
。
そ
れ
で
も
父
と
し
て
の
音
信
、
子
と
し
て
の
音
信
は
絶
え
な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
革
命
は
、
全
く
外
国
と
の
交
通
を
絶
っ
た
の
で
、
こ
の
父
子
も
ぶ
つ
つ
り
と
音
信
は
絶
え
た
。
シ
氏
は
父
の
老
齢
を
指
折
っ
て
「
も
う
う
ち
亡／、なられたことであろう』とあきらめた。市川翁はシ氏が革命前線の裡にその一生を終ったであらうとあきらめた。
市川翁は二、一一一年前から中風症をわづらって伊豆へ引込んだ。この時である。思ひあきらめた愛児から突然の手紙は、氏を
ほ
と
ん
して極度に興奮せしめ、それまで殆ど一一一口語を発し得なかった翁は突然流るあやうなロシア語で、その歓喜の情を叫んだ。電報
が
行
く
、
そ
の
返
信
が
来
る
ｌ
か
く
し
て
シ
氏
は
、
国
外
旅
行
の
や
か
ま
し
い
国
規
の
ゆ
る
し
を
得
て
飛
ぶ
や
う
に
し
て
日
本
へ
の
旅
に
む
か
っ
た
。
そ
し
て
数
日
前
な
つ
か
し
の
翁
の
も
と
に
着
い
た
。
シ
氏
は
今
、
伊
東
の
父
の
枕
辺
に
、
和
服
を
着
て
、
日
本
食
を
た
べ
て
、
父
の
病
篤
く
し
て
淋
し
み
の
中
に
も
、
う
れ
し
さ
に
、
そ
の
曰
の
過
ぐ
る
を
も
知
ら
ず
に
送
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
『
日
本
の
人
に
な
り
た
い
で
す
」
と
シ
氏
は
い
っ
て
い
る
。
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その後文吉は、体の左半分が不随になり、茶室の一一階のベッドに臥せるようになった。部屋のすみに東京から取り
寄せたブタ付の便器（おまる）が置かれていたが、はるさんの話によると、腰を下ろして用を足すその便器は、伊東
シ」いアフ。
このように市川親子再会のニュースは、いささかメロドラマふうの文章で終始している。記者の筆は、世間を沸か
せようと努めており、きわ物的であるといえよう。
死期を目前にした文吉にとって、アレクサンドルと再会できたことは無上の喜びであったことであろう。その後、
アレクサンドルは一週間ほど一一橋別荘で暮らしたのち上京し、神田一一一崎町に滞在後、思いを残しながらロシァヘ帰っ
て行った。
政の娘たちは、アレクサンドルとは外国語で話をし、呼びかけるときは「アレクサンドルおじさま」と云っていた
が置かれていたが、はるさんの話によると、腰を下ろして用を足すその便器は、伊東
思ではひじょうに珍しいものであったらしい。
九呼び鈴が鳴るつど、はるさんは一一階へ向かい、文吉の用を足してやる。する
》珊脹楯川甥汕ありがとう・
勤歸と礼をいった。
杁賎はるざんは往時を懐かしむように、
シ
性
ｌ
や
さ
し
い
お
じ
い
さ
ん
で
し
た
．
加放と回想している・
吉
れ
文
わ
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＊｜｜橋季男氏は、陸中一関藩（二万七○○○石）の士族出身。慶応義塾大学卒業後、曰本郵船会社社員、
け
ん
郵便局長などを勤めた。文吉の東京外国語学校時代の教え子に一一橋謙（のちウラジオストック領事）がおり、
文
吉
の
子
孫
宅
に
は
か
な
り
資
料
的
な
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
若
干
の
写
真
を
除
く
と
皆
無
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
「資料の少なさは、神田の大火（文吉の孫・雪さんの五歳ごろ）で全焼し、外国から持ち帰った名画の入った土蔵を
失い、関東大震災で、神田の家は再び全焼（二葉亭四迷からの贈呈本など、子供部屋の本箱にあった）、二度も丸焼
け
に
な
れ
ば
、
大
切
な
物
が
な
く
な
る
の
は
あ
た
り
ま
え
で
し
ょ
う
」
と
孫
の
雪
さ
ん
六
十
三
歳
）
は
娘
の
福
子
さ
ん
に
語
っ
た
と
い
う。文吉の子孫たちは、その後も第二次世界大戦の影響を受け、引揚げ、戦災、疎開を経験し、世の辛酸をなめ今曰
に
至
っ
て
い
る
。
福
子
さ
ん
に
よ
る
と
”
市
川
の
お
じ
い
様
〃
の
話
は
、
母
や
伯
母
た
ち
か
ら
繰
り
返
し
聞
か
さ
れ
て
来
た
と
い
う
こ
と
で、「この姉妹（志奈、花、雪、歌子）がいなくなれば散逸し、風化してしまうと思われ、惜しいことと思いまして、
折
々
関
係
の
物
を
も
ら
っ
て
お
い
た
り
、
話
を
メ
モ
し
て
お
き
ま
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本稿を草する上で多くの方々の教示を得た。戸田村立造船郷土資料博物館館長佐藤守一氏、伊東市教育委員会社会
教
育
課
に
勤
務
す
る
竹
下
光
氏
、
函
館
市
総
務
部
史
編
さ
ん
室
の
清
水
恵
氏
、
旧
二
橋
別
荘
の
地
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
金
子
能
男
氏
、
晩
年の文吉の世話をした石丼はる氏、子孫の飯田志奈、浅海福子両氏等から貴重な話と資料（写真）などの提供を受け
た。文献資料面では戸田村立造船郷土資料博物館、伊東市立図書館、東京外国語大学図書館、東京大学史料編纂所、
同
新
聞
研
究
所
資
料
セ
ン
タ
ー
、
法
政
大
学
図
書
館
等
の
お
世
話
に
な
っ
た
、
記
し
て
感
謝
を
表
し
ま
す
。
平
成
二
年
盛
夏
〔追記〕
上
海
の
そ
の
弟
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か
ね
の
り
市
川
兼
恭
と
み旧姓加賀屋、
天保元年二月三日生まる。
明治四十一年一月十三日没。
文政元年六月十四日生まる。
明治二十二年八月二十六日没。
通称斎宮、のち開成所教授職。
市
川
家
の
系
譜
ロ
シ
ア
に
お
け
る
文
吉
の
系
シ
ュ
ヴ
ィ
ロ
フ
（生没年月日不詳）
牛
十
』
月
一
一
一
十
－
日
照
ルー倖十ユハＲｐｌｌ４－’二円
Ｈ
同
二
が
仁
ト
腓
凹
倖
Ｔ
工
山
帝
日
・
印
用【・咽ＩＴＬへ｝千八日ｊ－－ＩＴｌｌｌＲ
又
ム
ハ
一
二
片
ヰ
ー
カ
日
田
一
一
Ｆ
日
｝
チ
土
未
で
四
日
大
１
町
で
四
凶旧聞川上－三一年十Ｌ」ロ
几｜年十ＬＩロ同一二円
旦
血
）
岸
Ｔ
痛
握
命
）
能
志
奈明治三十七年八月三十一日生まれ、
飯田家に嫁す。
花明治三十八年十一月二十一日生まれ、
関
家
に
嫁
す
。
一
男
一
女
あ
り
。
小
太
郎
（天逝）
歌
子大正一一年一一月二十日生まれ、
二橋家を継ぐ。一男二女あり。
？。）
飯
田
志
奈
、
浅
海
福
子
両
氏
の
教
示により筆者が作成したもの。
壼二明治四十年十二月十二日生まれ、
山岡家に嫁す。一男三女あり。
由
子（天逝）
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市総務部市史編さん室蔵〕
「豆州伊東真景」（伊東市の絵図）〔伊東市立図書館所蔵〕
「伊東温泉場全図」（竹下浦吉製作、昭和五年十二月刊）〔伊東市立図書館所蔵〕
「実測東京全図」（明治十一年六月、地理局地誌課製）
『官員録』（明治七年）〔東京大学史料編纂所蔵〕
山岸光宣編『幕末洋学者欧文集』（弘文荘、昭和十五年十一月刊）
「東京外国語学校沿革」（東京外国語学校編、非売品、昭和七年十一月刊）〔東京外国語大学所蔵〕
榎
本
武
場
『
シ
ベ
リ
ヤ
日
記
』
（
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
総
裁
室
弘
報
課
、
非
売
品
、
昭
和
十
四
年
九
月
刊
）
帆帥醐髄編輯二葉亭四迷』各方面より見たる長谷川辰之助君及其追懐（易風社、明治四十二年八月刊）
中
村
光
夫
「
二
葉
亭
四
迷
伝
ｌ
あ
る
先
駆
者
の
生
涯
」
（
講
談
社
、
昭
和
五
十
一
年
九
月
刊
）
内藤遂「遣露伝習生始末」（東洋堂、昭和十八年九月刊）
原平三「我が国最初の露国留学生に就いて」（「歴史学研究』第十巻・第六号所収）
『東京日々新聞」（昭和二年六月二日付、マイクロフィルム）〔東京大学新聞研究所蔵〕
○・日日の『Ｑ四一内のロ・耳の可・日国の『三四］ののご》の○・コのロ一の旨○亘口四》］国富Ｐ四己の団員］霊、》西口己の。ご囚己の。□の．Ｆ・己・Ｐ］霊⑦。〔函館
が季男であった（飯田志奈氏談）。
参
考
文
献
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ＡＢｒｉｅｆＬｉｆｅｏｆＢｕｎｋｉｃｈｉｌｃｈｉｋａｗａ 
－ＡｓｔｕｄｅｎｔｓｅｎｔｔｏＲｕｓｓｉａｉｎｔｈｅｌａｓｔｄａysofthe 
TokugawaGovernment． 
Ｂｕｎｋｉｃｈｉｌｃｈｉｋａｗａｗａｓｂｏｒｎｏｎｔｈｅ２３ｒｄｏｆｔｈｅ６ｔｈｍｏｎｔｈｏｆｔｈｅ 
ｆｏｕｒｔｈｙｅａｒｏｆＫ６ｋａ（i・ｅ６Ｊｕｎｅ,1847）ｉｎＥｄｏａｓｔｈｅｅｌｄｅｓｔｓｏｎｏｆ
Ｋａｎｅｎｏｒｉｌchikawa，aclansmanofHiroshima，wholaterbecamea 
professorofGermanatKaisei-joorBansho-shirabe-dokoro（later 
theImperialuniversityofTokyo)IntheApriloftheseventhyearof 
Ansei（ｉｅＪｕｎｅｌ８６０)，hebecameastudentofFrenchstudiesand 
alsoancare-takerofFrenchstudiesoftheKaisei-joOnthe8thof 
thｅ４ｔｈｍｏｎｔｈｏｆｔｈｅｆｉｒｓｔｙｅａｒｏｆＫｅｉｏ（ｉｅ２Ｍａｙ,1865)，ｈｅｗａｓ 
ｏｒｄｅｒｅｄｔｏｓｔｕｄｙｉｎＲｕｓｓｉａｆｏｒaboutfiveyearswithfiveother 
students、
ＴｈｅｎａｍｅｓａｎｄｒａｎｋｓｏｆｔｈｅｓｔｕｄｅｎｔｓｓeｎｔｔｏＲｕｓｓｉａｗｅｒｅａｓ 
follows： 
Ａｇｅ Ｒａｎｋ 
ｌ３ａｎａｃｔｉｎｇｃａｒｅ－ｔａｋｅｒｏｆＤutchstudiesat 
Kaisei-jo 
Ｎａｍｅ 
Ｓｅｉｊｉｒ６０ｇａｗａ 
l５ｎｏｔｉｔｌｅ Jir5Tanaka 
Hikogor6Tanaka l6anactingcare-takerofGermanstudiesat 
kaisei-jo 
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Bunkichilchikawa l9anactingcare-takerofFrenchstudiesat 
Kaisei-jo 
２２anactingcare-takerofEnglishstudiesat 
Kaisei-jo 
JirOOgata 
SakuzaemonYamanouchi３０Hakodate-bugyoshoshirabeyaku， 
chiefofthelnvestigationBureauunder 
theMagistrate'sofficeofHakodate 
Theabove-mentionedstudents,embarkingintheRussianwarship 
"Bogatyr”（1700t.）onthe26thofthe7thmonthofthefirstyearof 
Keio（i・el5September,1865)，leftHakodateforEuropeTheship，
touchingatMitsunoura（inHiroshimaprefecture)，Nagasaki,Hong 
Kong，Singapore，Batavia，Simonstown，CapetownandStHelena， 
arrivedatPlymouthinthesouthwesｔｏｆＥｎｇｌａｎｄｏｎｔｈｅ２７ｔｈｏｆｔｈｅ 
ｌｓｔｍｏｎtｈｏｆｔｈｅｓｅｃｏｎｄｙｅａｒｏｆＫｅｉｏ（i､ｅｌ３Ｍａｒｃｈ,1866)．Nearly 
sevenmonthshadpassedsincetheyleftJapan 
TheJapanesestudentsleftPlymouthforCherbourginFranceon 
the9thofthesecondmonthofｔｈｅｓａｍｅｙｅａｒ（i・ｅ２５Ｍａｒｃｈ,1866）
andonlandingattheFrenchseaport,theyboardedatrainboundfor 
Paris，wheretheyarrivedonthel2thｏｆｔｈｅ２ｎｄｍｏｎｔｈ（i・ｅ２８
Ｍａｒｃｈ,1866)．AfterspendinganightinParis，theystartedfor 
RussiabytrainviaBelgium，PrussiaandPoland,finallyarrivingin 
St・Ｐｅｔｅｒｓｂｕｒｇｏｎｔｈｅｌ６ｔｈｏｆｔｈｅ２ｎｄｍｏｎtｈｏｆｔｈｅｓｅｃｏｎｄｙｅａｒｏｆ
Ｋｅｉｏ（ＬｅｌＡｐｒｉｌ,1866)． 
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ＴｈｅstudentswerereceivedatWarsawstationinStPetersburg 
byWadjimel，ａｓonofIosifAntonovichGoshkevich（1814-1875)， 
formerlythefirstRussianConsulGeneralstationedinHakodatewho 
hadreturnedhomepriortothearrivaloftheJapanesestudents､The 
newly-arrivedJapanesewereshowedtothehousepreparedbefore‐ 
handforthembyGoshkevich,wheretheylivedandreceivedprivate 
lessonsfromvisitingteachersａｆｔｅｒｗａｒｄｓ 
ＯｎｔｈｅｌｓｔｏｆｔｈｅｔｈｉｒｄｍｏnｔｈｏｆｔｈｅｔｈｉｒｄｙｅａｒｏｆＫｅｉｏ（ｉｅ５ 
ＡｐｒｉＬｌ８６７)，SakuzaemonYamanouchi,theleaderofthestudents， 
returnedhomebecauseofillnesswithamissionofKoideYamatono 
-kamiａｎｄｉｎｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇｙｅａｒｔｈｅｏｔｈｅｒｆourstudentsalsowent 
homebecauseofthecollapseoftheTokugawagovernment､Bunkichi 
IchikawawhowaslookedafterbyErfimiiVasilevichPutiatin（1804 
-1883)，adiplomatandtheMinisterofEducation,afterthereturn 
homeofhisfellowstudents，receivedprivatelessonsfromlvan 
AleksandorvichGoncharov（1812-1891)，theRussiannovelistand 
threeotherteachers，studyingRussian，historyandmathematics、It
appearsthatBunkichiIchikawa,whowasdetainedbyalove-affair 
withMissShivilov,ｗｈｏｂｏｒｅｈｉｍａｓｏｎ,AleksandrVasilvichShur‐ 
iloM 
InSeptemberl873,hereturnedhomealone,ｌｅａｖｉｎｇｈｉｓｗｉｆｅａｎｄ 
ｓｏｎｉｎＲussia・ＩｎｔｈｅＤｅｃｅｍｂｅｒｏｆｔｈｅｓａｍｅｙｅａｒ,ｈｅｗａｓｏｒｄｅｒｄｔｏ
ｓｅｒｖｅａｓａｓｅｖｅｎｔｈｇｏvernmentclerk，teachingRussianatTokyo 
GaikokugoGakko・InFebruaryl874,hewasappointedasasecond
secretaryoftheJapaneselegationinStPetersburgandleftJapanfor 
Russia,accompanyingTakeakiEnomoto（1836-1908)，anambassa‐ 
dorextraordinaryandplenipotentiａｒｙｌｔｗａｓｉｎｔｈｅｃａｐａｃｉｔｙｏｆ 
1４１ 
vice-admiralthatEnomotoconcludedthetreatybywhichthesouth‐ 
ernpartofSaghalinwasexchangedfortheKurillslands（Chi 
shima)．Bunkichlchikawaactedasinterpreterintheterritorial 
negotiationsbetweenJapanandRussia，Ｈｅｒｅｔｕｒｎｅｄｈｏｍｅｏｎ２１ 
Octoberl878withEnomotoviaSiberiaafterstayinginSt・Petersburg
fornearyfiveyears､InFebruaryl879,hewasrelievedofthepostof 
secretaryandwasorderedtoservebothintheForeignOfficeandthe 
MinistryofEducation，holdingaconcurrentpostofteacherof 
RussianinTokyoGaikokugoGakkoＳｈｉｍｅｉFutabatei（1864-
1909)，ｗｈｏlaterbecamefamousasanovelistandtranslatorof 
Russianliterature,wasoneofhisdisciples・WhenKiyotakeKuroda，
adiplomat,startedmakingtourofEuropeandAmericaon23June 
l886，Bunkichilchikawaaccompaniedhimasaninterpreter,return‐ 
ｉｎｇｈｏｍｅｏｎ２１Ａｐｒｉｌｌ８８７・Ｈｅｔｈｅｎｒｅｔｉｒｅｄｆｒｏｍｇovernmentservice
andbegantoliveinseclusion，returningｔｏｆａｒｍｉｎｇＨｅｌｉｖｅｄｉｎ 
Ａｔａｍｉ，ＫａｍａｋｕｒａａｎｄＯｄａｗａｒａａｎｄｉｎｈｉｓｃｌｏｓingdayshelivedin 
ltohcity,ahotspringresortinlzupeninsula・Ｈｅｄｉｅｄｏｆｐａｒａｌｙｓｉｓｏｎ
３０Ｊｕｌｙｌ９２７ａｔｔｈｅａｇｅｏｆｅｉｇｈｔｙ－ｏｎｅｉｎｔｈｅｖｉｌｌａｒesidenceofhis 
daughter・Ｈｅｌｉｅｓｉｎｔｈｅgraveofthelchikawas,Zoshigayacemetery
parkinTokyo、
Ｔｈｅａｕｔｈｏｒｏｆｔｈｉｓａｒｔｉｃｌｅｗａｓａｂｌｅｔoventureintotheunknown 
aspectsofhislaterlifethankstohisdescendantsThisarticlewas 
writtentothｅｍｅｍｏｒｙｏｆｔｈｅｌａｔｅＭｒ、Bunkichilchikawa
Ｔ､Miyanaga 
Tokyo，３０August1990. 
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